





































































































































































































































































































































































































































































































回一 口口口 →困製医 薬企薬
?






























医薬品製（造60所年許10可月数末〉 2,288社 歯科診療所〈同上〉 47,174施設
薬局・薬店数 35,264店 59年10月16日～18日の
(60年12月末〉 (31.3%) 3日間に全国の医療施
薬種商販売業〈向上） 19,175店 設で受療した患者数 769万9,000人
(17.1%) 
配置販売業 （向上〉 16,829店 同病院患者数 276万6,100万人
(15.0%) (35.9%) 



























































































































































































































































生 産 額 市場規模
55年 50 ～ 倍60年数昭和50年 55年 60年 50年 60年 増加
総 額 17.924 34,822 40,018 21, 783 41, 788 49, 720 2.3 
医療用医薬品 14.640 29. 785 33,837 16, 731 34,039 41,650 2.8 
国産医薬品 9,058 19 ,813 23,860 10,388 22.642 
輸入医薬品 5,582 9,972 9,977 6,343 11.397 
その他の医薬品 3,284 5,037 6,181 5,052 7, 749 
一般用医薬品 3,068 4. 710 5, 728 4. 720 7,248 8,070 2.6 


























生 産 額 対前年増減率 構成比
位 61年 60年 増減額
数 4,280,732 4,001,807 278,925 
1 抗生物質製剤 683,361 690,505 -7,144 
2 循環器官用薬 563,301 519,683 43,618 
3 中枢神経系用薬 430,516 383,855 46,661 
4 消化器官用薬 372,044 353, 799 18,245 
5 その他の代謝性医薬品 328,629 314,132 14.497 
6 外皮用薬 261,030 239,679 21,351 
7 ビタミン剤 243, 712 238,541 5,171 
8 呼既器官用薬 166, 904 141, 781 25,123 
9 腫癌用薬 160,822 138,601 22,221 
10 生物学的製剤 157 ,887 153,359 4,528 
1 血液及び体液用薬 132,270 121.405 10,865 
12 滋養強壮変質剤 129,274 126,021 3,253 
13 ホルモン剖月u（含抗むホ）ルモン剤を 105,321 97 ,920 7,401 
14 漢方製剤 90,233 75,273 14,960 
15 化学療法剤 82,269 59,020 23,249 
16 末梢神経用薬 76,220 72,510 3, 710 
17 診断用薬 72,236 65,019 7,217 
18 感覚器官用薬 66,605 63, 766 2,839 
19 泌尿生殖器官及び紅門用薬 39,310 35,982 3,328 
20 アレルギー用薬 27.199 23,119 4,080 
21 公衆衛生用薬 24,017 23,656 361 
22 人工濯流用剤 19, 251 18, 101 1.150 
23 調剤用薬 16,201 17 ,253 -1,052 
24 組織細胞の治療及び診断用薬 16,017 13 .128 2,889 
25 その他の個々の器官系用薬 6, 736 6,922 -186 





7 .0 100.0 100.0 
-1.0 16.0 17.3 
8.4 13.2 13.0 
12.2 10.1 9.6 
5.2 8.7 8.8 
4.6 7. 7 7.8 
8.9 6.1 6.0 
2.2 5. 7 6.0 
17.7 3.9 3.5 
16.0 3.8 3.5 
3.0 3. 7 3.8 
8.9 3.1 3.0 
2.6 3.0 3.1 
7.6 2.5 2.4 
19. 9 2.1 1. 9 
39.4 1.9 1. 5 
5.1 1.8 1.8 
11.1 1.7 1. 6 
4.5 1.6 1. 6 
9.2 0.9 0. 9 
17 .6 0.6 0.6 
1.5 0.6 0.6 
6.4 0.4 0.5 
-6.1 0.4 0.4 
22.0 0.4 0.3 
-2.7 0.2 0.2 




統一 銘柄 計 統一 銘柄 言十
内 用 薬 455 8,574 9,029 75 357 
注 射 薬 355 2,538 2,893 30 119 
外 用 薬 138 1,399 1,537 9 25 
歯科用薬剤 7 12 119 。 。









530 8,931 9,461 
385 2,657 3,042 
147 L424 1,571 
7 12 19 






位 58年 59年 60年
1 武田薬品工業 4,690 4,781 4,748 
2 一 共 2,212 2,324 2,431 
3 大 塚 製 薬 1,878 1,919 2,116 
4 塩 野義製薬 1,810 1,773 1,850 
5 藤沢薬品工業 1,986 2,037 1,966 
6 田 辺 製 薬 1,354 1,431 1,484 
7 ニc. 一 ザエ イ 1,277 1,353 1,353 
8 第 一 製 薬 813 815 885 
9 山 之 内 製薬 945 1,048 1,075 
10 住 友 製 薬
1 大 正 製 薬 1,001 1,053 1,097 
12 中 外 製 薬 878 957 1,001 
13 日本チパガイギー 1,020 1,013 
10 億円企業数制 8 10 1 






4,768 4,925 10.6 
2,568 2,796 6.0 
2,207 2,326 5.0 
1,952 2,001 4.3 
1,698 1, 768 3.8 
1,470 1,591 3.4 
1,377 1,504 3.2 
1,074 1,496 3.2 
1, 179 1,405 3.0 
1,296 2.8 
1,126 1,163 2.5 
1,033 1,089 2.3 
1,049 1,027 2.2 
12 13 52.4 


































推 定 推 定
市場規模 市場占有率
合成ペニシリン
富山化学工業，三共ベントシリン 210 53.3 
製剤
降 圧 剤 カプトリル 三共 190 46.3 
その他の抗菌剤 パクシダーノレ 杏林製薬，鳥居薬品 175 41. 7 
セフェム系抗生
ケフラール 塩野義製薬 720 40.0 
物質（内用剤）
血液製剤 アルブミンα ミドリ十字 250 30.1 
消炎酵素剤 ダーゼン 武田薬品工業 210 29.2 


















売上高順位別 昭和55年 57年 58年 59年 60年
上 位 5 社 21.5 28.0 25.9 27.1 26.4 
上 位 10 社 30.8 37.9 37.1 39.4 38.2 
上 位 30 社 46.5 59.1 56.6 60.5 60.0 
上 位 50 社 53.5 68.3 65.3 69.3 68.7 
上 位 10 社 60.2 77.2 73.4 77.7 76.9 
医薬品総売上高
（推定）
4,900,000 4,500,000 4,860,000 4,740,000 4,972,000 
上位 5 社 1,054,057 1,257 ,808 1,258, 740 1,283,620 1,311,322 
売
上位 10社 1,509,035 l, 703,558 l,803,558 1,867,976 1,900,982 
上 上位 30社 2,279,106 2,660,433 2,752,954 2,867,861 2,983,195 
高
上位 50社 2,620,449 3,073,578 3,173, 736 3,285,555 3,416,273 




























































































0 Hff45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61年
和
（付表〉 （単位：百万円，%）
~ 医薬品 医薬品対前年増加率 対前年増加率卸売額 総生産額
昭和45年 883.092 17.2 1,025.319 21. 7 
50年 1,425.372 2.2 1, 792.406 5.4 
55年 2.369,591 12.0 3,482,177 14.5 
58年 3,211,858 10.2 4,032,057 1.3 
59年 3,293,933 2.6 4,026,985 -0.1 
60年 3,344,984 1.5 4,001,807 -0.6 










業群 有力製薬企業名 流通経路 上高
新 医薬品の成分と組成 開放的な流通形態。 医療用医薬品の方が 医薬情報の収集・伝
薬 は合成物質を主体と 医薬品総合卸，一般 多い。 遣は多数の医薬情報
メ して拳入してきた 卸，代理店，特約店 担当者を配置して医
メー カー 群。 などを経由させて薬 主要18社の推定売上 薬品卸売業者へ直接
武田薬品工業，三 局者 ・薬店や一般消費 高は1,967億円。（構 行う。主要なプランカ 共，塩野義製薬， へ販売する間接流 成比 39.1%) ド品の広告はマスコ
エーザ、イ，田辺製薬 通経路． ミ媒体を中心とする。
群 など。
販直 新薬メーカーとほぼ 直接流通形態。 概ね大衆薬の方が多 価格競争に勝てる薬
類似しているが，医 し、。 局・薬店のみをチエ
チ 療用医薬品の製薬企 主に一般用医薬品 イン店とする契約を
ヱ
業がノ〈ルクを購入し （いわゆる大衆薬） 主要11社の推定売上 行う場合が多い。
イ ているものもある。 の供給から回収まで 高はし734億円。 その卸重点政策の対
ン 大正製薬， zスエス 自社品販売のチエイ （同 34.4%) 象先のチェイン店は
製薬，佐藤製薬，湧 ン店として直接薬局 他のメーカ一群より




生薬，漢方製剤，和 薬局・薬店への経由 概ね大衆薬の方が多 大量広告を中心とす




薬 を生産する製薬企業 品卸売業者への依存 1,332億円．









医薬品は家庭薬メー 配置販売業者が直接 概して大衆薬の方が 配置網の拡大を図る
カー群に類似してい 一般消費者へ販売す 多い。 策。
メ るメーカー群である。 る行商形態。 薬代は使用分の後日
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